
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

                  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

狭山市が用意したプレイスは、「子育てプレイス＊＊」 

と称するように、親の子育てを支援する場所とされています。子育てに行き詰まった

り、孤独を感じておしゃべり相手が欲しくなったりしたときに、ふっと訪れる場所な

のですね。しかし考えようによっては、子育ちの場としても役立てることが出来ます。

3 歳近くなったお子さんは、母親と 1 対１で遊ぶことよりも、友だちのすることに関心

を寄せ、共に遊ぶことを喜びます。6 月 7 日の「幼稚園Ｑ＆Ａ」で、子どもたちが一つ

のところに集まってきたら、一人の母親がその場を見守り、他の母親はそっとその場

を離れてみたら…？と提案してみたところ、早速それを実行してくれた 4 人のお母さ

んたち。「なるほどよく遊びますねぇ」 こうしたちょっとした母親の配慮が幼稚園入

園の準備にもなりますね。子どもたちは大きくなるにつれて、母親の膝下を離れて、

子ども同士の世界に巣立っていくのですから…。  （ＮＰＯ代表 諏訪きぬ） 

 
なお今年度、見学希望の出た園は、下記の園です。 

・狭山富士見台幼稚園（7/13 金） ・ 狭山ひかり幼稚園（      ） 

・しいのみ幼稚園（7/2 月）  ・西武学園さやま幼稚園（9 月上旬） 

・みつぎ幼稚園（9/6 木）   ・風の森狭山台みどり幼稚園（7/5 木） 

・狭山けやき幼稚園（      ）  ・武蔵野短大付属幼稚園（9/10 月） 

・狭山市立入間川幼稚園（9/13 木） 

日時の決まっている園と未定の園があります。集合についても、現地集合とプレイス

集合とがあります。掲示版を見て、ご自分で確認してください。確認した上で、申し

込まれた名前の番号に○印をつけて下さい。 

しっかり見学させていただいて、〝うわさ″や〝○○さんが行くから″ではなく、お

子さんのために、ご自分の目で見て、ご自分の頭で考えて、ご自分のお口で質問し、

ご自分の心で感じて、ご自分のお子さんに合った園を選ばれますように・・・。 

お子さんたちの巣立ちの一歩をお手伝いできれば幸いに思います。  

 

             
 
 
 
 

 

 

 
保育制度改革について”、“公立園に 

かかる費用”、“私立園の特徴と費用及び公立と私立の就園 

奨励費の概略”等、多様な内容について熱心に話し合い 

ました。その後、恒例の幼稚園見学会について、見学を 

希望する園を申し出て頂きました。現在、各園と日時の 

打合せに入っています。幼稚園を選ぶのは日々の子育て 

の延長線上にあります。可愛いお子さんのために、父親 
・母親の“子育て方針”を再確認し、その方針に合う園を選びたいものですね！ 

 

さわやかな一日。夢いっぱい・あ・そ・ぼ と

おしゃべりサロンを合体した 2 回目のおしゃ

べり会は、“夏のレアチーズ”をこのプレイス

奥富を卒所したお母さんに、作り方を教えてい

ただく会でもありました。まずレシピで作り方

を教わり、実際にオレンジの実とジュースのジ

ュレをかけて冷蔵庫に！！

たくさんの方々の希望を受けて今年も行っ

た幼稚園Ｑ＆Ａ。やはりゆっくり集中して

（子どもに気をとられず）聞きたい！との要

望は〝もっともだ！″と、今年は「保育付

き・別室での講座」にしました。 

“公立と私立の違い”また“狭山にある幼稚

園・保育園”、“幼稚園・保育園をめぐる 

 
ケーキを食べながら、和やかな談笑。 

手づくりの“レアチーズ”は、白にオレンジのジュレが乗って色鮮やかです。“き

れい”“おいしい！″と感嘆の声が上がります。野の草花が飾られ、アロマが香り、

ケーキ皿にはハーブとラズベリーが彩りを！〝お母さん″が“お母さん”を忘れて、

おしゃべりに花が咲いたひとときでした。話題

も多岐に渡り、乳幼児期のしつけの大切さにも

…。そしてプレイスではおしゃべりサロンに参

加しないお母さんが、子どもたちのお相手をし

てくださいました。皆さんに感謝！感謝！です。 

１人のお母さんに見守ら

れて遊ぶ子どもたち。 


